
青木塾生、全統記述で全国偏差値 101.8、全国トップに
【高１の後期２月に行われた全統記述模試】

【中３最初の宿題テスト】 【高１の４月に行われたベネッセのスタディサポート】

【高１の後期１１月に行われた全統模試】

　三重高 Cコースの T君、入塾２年目にして全国トップへ

　この４月に高校２年生になったばかりの T君が青木塾に入塾して丸２年になります。

以前にもお伝えしたことがありますが、彼の入塾直後の成績は、４科目総合で学年順

位 119 人中 117 番という大変なものでした。それから毎日のように青木塾に通い学び

続ける中、彼はどんどん成績を伸ばし続け、何とこの２月に行われた全統記述模試では、

理系２科目総合で全国偏差値 101.8 を取り全国トップになりました。

　この全統記述模試は、全国的にも知名度の高い６年制私立の高校生達も多数受験し

てしておりますが、そんな中で T君の成績は、彼らに劣らぬばかりか凌駕さえしてい

ます。

　勉強というと、相変わらずテクニックやパターンの習得、膨大な知識の暗記が重視

されていますが、私にはそんな勉強で真の実力が身に付くとは到底思えません。青木

塾では、暗記やテクニックの習得に走ることなく、考え方を徹底的に訓練します。そ

の結果、T君のように爆発的な学力向上を果たした塾生が数多く育っているのです。

　地域の６年制私立や有力公立進学校の生徒の皆さんは、ほとんど大手予備校や大手

進学塾を選び、青木塾では正直なところ選抜どころか、希望者はほぼ全入といって良

い状態です。そんな中で、どうしてこんな成果が出るのか、是非、皆様にはお考えい

ただきたいと思います。青木塾の指導は、他に例がありません。


